
 技術検討委員会（第２回）から現時点までの主な取組は以下のとおり 

年月日 実施内容 概要 

平成２５年７月３日（水） 技術検討委員会（第２回） 第１回試験工事の状況視察を含む取組の検討 

平成２５年８月３０日(金) 庁内打合せ（第１回） 第１回試験工事の結果報告と次回試験工事に

向けての課題抽出を行ったもの。 

平成２５年１０月２８日(月） 庁内打合せ（第２回） 第１回試験工事の最終的な結果とりまとめと

第２回試験工事の必要性について共通認識を

持った。候補地として、酒津漁港・水尻海岸を

提案。 

平成２５年１１月１日(金) 鳥取市との打合せ（第１回） 県のこれまでの取組状況を説明。 

次回試験工事の候補地として、酒津漁港・水尻

海岸を検討していることを伝え、現状を確認し

た。 

平成２６年１月８日(水) 庁内打合せ（第３回） 庁内の事務分担を再確認し、具体的な進め方を

決定。 

平成２６年１月１４日(火) 野口特別研究官（港空研）と

の打合せ 

次回試験施工の実施について説明し、留意事項

等の助言をもらった。 

平成２６年２月５日(水) 鳥取市との打合せ（第２回） 酒津漁港・水尻海岸での具体的な実施方法及び

地元調整について協議し問題点を再確認。 

平成２６年２月１８日(火) 鳥取市との打合せ（第３回） 前回の問題に対する対応策の確認。 

平成２６年２月１９日(水) 鳥取市から地元漁協へ説明 試験工事の実施について地元了解を得る。 

平成２６年３月５日(水) 静岡県福田漁港・浅羽海岸現

地調査 

国内初のサンドバイパスシステムの現地調査

及び意見交換 

平成２６年３月５日(水) 技術検討委員会報告会 第２回以降の取組状況の時点報告を実施 

平成２６年３月２８日(金) 現地打合せ（野口特別研究官

と） 

野口特別研究官に現地を確認してもらい、実現

性、課題、解決方法について助言をいただく 

平成２６年４月２日(水) 庁内打合せ（第４回） 異動に伴う情報再共有と今後のスケジュール、

具体的内容を協議 

平成２６年４月１０日(木) 見積もり受領 業者からの見積もりの提出を受けたが予算と

の乖離が大きいため再調整を鳥土に依頼 

平成２６年４月２２日(火) 五洋建設（株）プレゼン 静岡県福田漁港・浅羽海岸サンドバイパスシス

テムの施工者によるプレゼン及び意見交換 

平成２６年４月２８日（月） 静岡県福田漁港・浅羽海岸現

地調査（第２回） 

国内初のサンドバイパスシステムの本格稼働

後の状況について現地調査 

平成２６年６月２７日（金） 入札 施工業者決定 

平成２６年７月２日（水） 初回協議 施工業者との初回協議 

平成２６年７月２５日（金） 地元説明 地元漁協は試験工事の成功を大いに期待 

平成２６年７月～８月 施工準備 施工業者、評価検討業務受託者と打ち合わせ、

実施に向けた準備 

平成２６年８月１８日 

～９月５日 

試験工事 野口特別研究官をアドバイザーに迎え実施中。 

９／４（木）現地視察予定 

平成２６年１０月～１１月 技術検討委員会（第３回） （予定）試験工事の結果、鳥取方式のサンドリ

サイクル工法標準施工方法の検討等 

（平成２６年８月２８日時点） 
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